恋愛の 微醺 
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は、 いつも f 可々 していて、 朝から 晚 まで 子供ば かり 叱つ 

ていたの だと 云う。 

道徳の 上から 律して ゆけば、 この 未亡人の 恋愛 は ど 

んな 風な ものな のか、 私に は 解らない けれども、 これ 

は 可憐な 話 だとお もう。 恋人に 逢った 翌る日 は、 てき 

めんに 生活が 豊富に なると 云う の だ。 この 若い 寡婦 は 

また、 その 男と は 結婚 しないと 云う 約束の もとに 二、 

こま 

三年 も 濃 やかな 愛情 を ささげお うてい ると 云う こと だ 

が、 こんな 恋愛 は 新ら しいと は 云えないだろう か。 結 

婚を するとい つ べんに 厭に なりそう な 男 だけれ ども、 

す 力す 力 

恋愛 をして いると、 何 かしげき されて 清々 しいの だと 



云う こと だ。 —— 十代の 女の 恋愛に は、 飛ぶ 雲の よう 

な 淡 さが あり、 二十代の 女の 恋愛に は 計算が ともない、 

ざんこく 

三十 代の 女に は 何 か 惨酷な ものが あるよう な 気がする。 

本当の 恋愛と は どんなの を さして 云う のだろう。 

サ ー 二 ン のよう な もの を 云う のだろう か、 エルテルの 

悩みの ような ものだろう か、 それとも、 みれん、 女の 

一 生、 復活、 春の 目 ざめ、 お -— マ、 色々 な 恋愛 も ある 

けれども、 どれ もこれ も 古く さくて ぼろぼろ のよう だ 

が、 また、 考えれば、 どれ もこれ も 新ら しいと も 云え 

る。 恋愛 をして ごらんなさい 生々 する から、 そう 

云った 友達の 言葉が、 私に つぶてに なって 飛んで 来る。 



て 何 を 考えて いるか 判った もの じ やない。 きびしい 眼 

からみれば、 ふしだらな 事 かも 知れない けれども、 こ 

の 世に あふれて いる 無数の 夫婦 者の 中に、 こんな 気持 

ちの ない 夫婦 者 はお そらく 一 人 も あり はしないだろう _ 

一 人の 処女が 結婚 をして、 初めてよ その 男に 恋をする 

の は、 あれ はどうした 事な のだろう か。 見合 結婚 をし 

て、 一 人の 男の 経験が 済む と、 何 か 一 足と びに 違った 

世界に 眼が とどいて ゆく。 良人の 友達の 中に、 あるか 

なき かの 恋情 を 寄せて みたり する 場合 も ある。 その あ 

るかな きかの 恋情 は、 ほんの 浮気の ていどで、 家庭 を 

不幸に する もの じ やない とおもう がどうで しょうか。 



ひとの 奥様 は 恋をして はならない の だ。 支那へ 行く と、 

目隠し をされ た 牛が 水車 を まわして いる。 牛 を 追う 男 

は、 時々 煙草 を 出して 吸ったり、 空 を 見上げた りして、 

眼 を 愉し ませて いる。 さしずめ 旦那 様 は その 牛 を 追う 

男で、 女 は 目隠し をされ た 牛の ような ものだろう。 牛 

あ-こ J 

も 目隠し をと つて、 四囲 を ながめさして 貰いたい もの 

だ。 

美しくて 朗らかで、 誰に も 迷惑 を 及ぼさない 恋愛 は 

童 児た ちで なければ 望めない ことか も 知れない。 精神 

的な ものが あふれて 来る ほど、 恋愛 は 悲劇的で ものが 

なしくな つて 来る。 恋愛の 微醺と は どこの 国へ 行った 



ら あるの だろう か …… 。 

どこの 国で も、 恋愛 物語で 埋れ ている ようで いて、 

恋愛の 微醺 を 説いた 物語 は 皆無 だ。 恋愛 は 生れながら 

にして 悲劇な のだろう。 悲劇で もよ いから、 せめて 

浪漫的な 恋 をと おもう が、 すでに、 世の中 はせ ち 辛く 

なって いてお 互い の 経済の 事が まず 胸に 来る。 

夫婦 同士 は 貧しくても いい けれど、 恋愛 は 貧しくて 

は 厭 だ。 しみつ たれて、 けちけ ちした 恋愛 は まっぴら 

ごめん だ。 せめて 恋愛の 上 だけで も 経済 を 離れた 世界 

を 持ちたい。 私 は ひとの 奥さん だから、 弱み そで 困る _ 

吸へ ども かなし、 ばらの 花びら、 こんな 気持ち は 心の 
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